
本校には「問題解決型授業」より「習得型授業」が向いているのでは？

教えて考えさせる授業のイメージ ＜校長の解釈です…ホントはもっと深いと思います＞

「誤解しがちな問題」「習

・「分からせたい」「できるように ったことの応用・発展問題」

したい」ことを教科書を使って 「試行錯誤による技能問題」

説明してしまう。（教具等も活用） などを提示し，協働学習で

・板書は ○も の次にいきなり 解決を図らせる。

○ま もあり得る。 ・○み○じ○と のイメージ

・子どもの理解度を把握（挙手，対話）しながら， ※「間違い探し」と間違え

教えていく。 ている理由を説明させる活

動なども考えられる。

・教えてもらったことを， ○ふ の活動

ペアで説明し合う。 ・「何が分かったのか。」

・教師は，みんなができて 「何が分からなかったの

いるか確認して歩き，理 か。」を書かせる。

解不足の子には個別指導を行う。質問にも教師が ・自分の理解を文章化す

答えていく。（自分から質問できるようにする） ることで学習内容の整理を促す。

市川伸一教授が提唱する教えて考えさせる授業はおもしろそうなので，みんなで研修してみては…
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これまで行ってきた「問題解決型授業」 教えて考えさせる「習得型授業」

○も 課題（問題）把握

「・・・・だろうか？」

・子どもの問いから生まれた課題

・興味関心をもって取り組める課題

○み 解決の見通しをもつ

○じ 自力解決（自分の考え） ペア・グループ

○と 友だちと考えを交流 の活用

・自力解決→比較検討→全体で共有

○ま まとめ

・本時のねらいに沿ったまとめ

・高学年は自分の言葉で。

○れ 練習問題での確かめ（おもに算数）

○ふ 振り返り

・分かったこと，感想等を書く。発表する。

・ペアで語り合い振り返りをする。

①教師の説明 10分

②理解確認 10分

③理解深化 20分

④自己評価 5分


